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巻頭言 
 

                  横須賀・三浦放射線技師会 副会長  須藤 敏 

 

 

鬼に笑われないように 

 

3 歳の女の子に「ちゃんと言うことを聞かないと鬼が 

来るよ」と母親がしつけをしている。女の子は鬼が怖い 

みたいでお母さんの言うことをしんなりして聞いている。 

桃太郎、こぶとりじいさん、一寸法師など昔話には鬼が 

登場することがある。真っ赤な顔をして角が生えて大きな 

口を空けた鬼、青い顔をして角が生えて金棒をもった鬼、トラ柄のパンツを穿いた鬼。 

 

そんな鬼もきっと大きな口をあけてガハガハを大声で笑うのだろうか。 

「来年のことをいうと鬼が笑う」ことわざを子供のころ聞いたことがある。来年の事をあれ

これ思っても、予測できないことだから鬼でさえおかしくて笑うという意味である。 

  

 日本気象協会では 3か月の長期予測を行っている、来年の事でもある程度予測は 

できる。東京オリンピックが 2020 年夏に開催されることも決まっている。 

 2020 年 4 月に医療法施行規則の一部改正（診療放射線に係る安全管理体制）が 

施行される、10月3日付けで厚生労働省から「診療用放射線の安全利用のための指針

策定に関するガイドライン」が公開された。 

 これによると診療放射線技師が実施しなければならないことは「防護の最適化」、 

「年 1 回以上の研修」、対象となる機器の「線量管理」・「線量記録」などである。特に 

「防護の最適化」すなわち放射線診療を受ける者の医療被ばくを「合理的に達成可能な

限り低く（ALARA）」の原則を参考に被ばく線量を適正に管理することが必要である。 

 当科でも 2020 年 4月までに「防護の最適化」に取り組んでいる。残りの半年で全身用

X線 CT診断装置、循環器用 X線透視装置、放射性同位元素などの最適化を行い、 

「診療用放射線に係る安全委員会」の設立などできることは準備をしている。当院の 

経営移譲先の地域医療振興協会では線量管理ソフトの全施設一括購入を検討して 

いるようだが、詳細は未定であるので独自の対応が必要と考えている。鬼に笑われ 

ない部分はしっかりと対策をして診療放射線技師としての役割を全うしたい。 
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令和元年度第１回理事会議事録 
 

＊日時 5 月 23 日(木) 18:30 より 

＊場所 横須賀共済病院 Ｓ棟 2階 第 4会議室 

＊議題 

 

１）松村会長挨拶 

 

２）各部経過報告 

 １．庶務 

 ２．会計 

 ３．組織委員 

・日本放射線技師会会費に関して 

技師籍登録年度内の方は入会金の免除や年会費の減額があるので、各施設で 

案内を。 

４．学術、福利厚生、広報、緊急被ばく医療、ＹＭＢＩＴ：報告事項無し 

 

３）各部年間予定表の作成 

※2019/5/23 時点の予定になります。日程が決定しましたら、ホームページやメールで

お知らせいたします。 

・学術       7/6：124 回研究会(ヴェルク)、11/14：125 回研究会(ナイトセミナー)、 

2/8：南部合同勉強会(担当は当地区) 

・福利厚生  7/6：納涼会、10/6or10/20：BBQ 予定、 

12/7：ボウリング(八景ボウル)＆忘年会、3/21：懇親会 

・広報      6 月 133 号、10 月 134 号、2 月 135 号を発行予定 

・緊急被ばく  8/2：NAS チーム納涼会、11/30：スクリーニング講習会(横須賀共済) 

・組織委員  神奈川県技師会の組織委員としての活動(奇数月の第 1金曜日)、 

2/9 神奈川県放射線技師会学術大会 

・ＹＭＢＩＴ    ＨＰ運営、管理 

・会議      三役会：5/16、7/11、10/3、1/9 

理事会：5/23、7/18、10/10、1/25(+賀詞交歓会)、 

総会：3/21 

 

４）その他 

・連絡網を修正 

・賛助会員入会申込書について 

今まで賛助会員には入会申込書がなかったため作成した。 
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令和元年度第２回理事会議事録 
＊日時 7 月 18 日(木) 18:30 より 

＊場所 産業交流プラザ 第 2研修室 

＊議題 

 

１）松村会長挨拶 

２）各部経過報告 

 １．庶務 

 ２．会計 

・神奈川県放射線技師会からの助成金について 

当地区の放射線技師の中で昨年度の 9月 30 日までに神奈川県放射線技師会に 

会費を払った人数×200 円が振り込まれる。 

 ３．学術 

 ４．福利厚生 

 ５．広報報告 

・広報誌 No.133 号の訂正について 

表紙の下の目次が「法要会」となっているが、「納涼会」が正しい。 

６．緊急被ばく医療 

７．組織委員 

・『もしもに備える横須賀三浦地区災害対策マップ』について 

庶務から理事宛に送るメールに添付する形などにして各施設にお届けしたい。 

詳細は、組織委員理事または庶務まで。 

・業務拡大の統一講習会について 

県で 5回開催するのは今年度が最後のようなので、できれば今年度受けることを 

お勧めする。 

組織委員会において、統一講習会を受けられて抜針などを行っている施設があれば 

ノウハウを知りたいという意見が挙がっており、情報があれば組織委員まで 

８．YMBIT 

・セグメント法マニュアル youtube 動画について 

閲覧を増やす手段について、ホームページのトップ画面から選択できるようにする 

のはどうかなどの意見があった。 

3）その他 

・広報誌に理事会の議事録を載せることの提案 

会員に対し、検討課題や前回の総会での規約の改定などをお知らせすることで、 

総会での意見や議論が活発になるのではとの意見があった。 

議事録を広報誌に載せる方針で広報理事にレイアウトや配分を検討していただき、 

次回の理事会で報告。また議事録をホームページに載せてはどうかとの意見もあり 

次回の理事会で YMBIT 理事に確認。 
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令和元年度庶務報告 
 

令和元年 06 月 19 日 ・打田敦貴 氏（横共）、竹内裕人 氏（横共）、森駿助 氏（横共）の入会

原簿を受理 

令和元年 06 月 20 日 ・三崎保健福祉センターより神奈川県保健衛生表彰に対する推薦書受理 

令和元年 06 月 28 日 ・西湘地区より西湘技師会納涼会の案内を受理 

令和元年 07 月 04 日 ・横須賀市健康部健康総務課より神奈川県保健衛生表彰知事表彰に対す

る推薦書受理 

令和元年 07 月 06 日 ・学術企画第 124 回研究会開催（ヴェルクよこすか） 

・福利厚生企画横須賀三浦放射線技師会納涼会開催（串亭） 

令和元年 07 月 08 日 ・横浜南部地区技師会 2019 年度第 2回勉強会・納涼会の案内を受理 

令和元年 07 月 09 日 ・横浜南部地区技師会 2019 年度第 2回勉強会・納涼会の案内をﾒｰﾙ配信 

令和元年 07 月 10 日 ・広報誌 133 号発送完了 

令和元年 07 月 11 日 ・令和元年度 第 2回三役会を開催（衣笠） 

・三崎保健福祉センター宛てに神奈川県保健衛生表彰知事表彰の回答書 

 を発行 

令和元年 07 月 18 日 ・令和元年度 第 2回理事会を開催（産業プラザ） 

令和元年 07 月 25 日 ・横須賀市健康部健康総務課宛に神奈川県保健衛生表彰（知事表彰）の

推薦書と回答文を発行 

令和元年 08 月 02 日 ・横須賀医師会より鈴木忍先生叙勲祝賀会の案内文を受理 

令和元年 08 月 17 日 ・横浜南部地区技師会 2019 年度第 2回勉強会・納涼会へ松村会長が出席 

令和元年 08 月 31 日 ・田端一輝 氏(横共)の退会を受理 

令和元年 09 月 01 日 ・井上賢 氏（横共）の再入会を受理 

令和元年 09 月 09 日 ・JART よりアンケート「2019 年度診療放射線技師業務実態調査」のお願

いを受理 

令和元年 09 月 10 日 ・令和元年度 第 3回三役会&理事会開催案内をﾒｰﾙ配信 

・JART よりアンケート「2019 年度診療放射線技師業務実態調査」のお願 

いをﾒｰﾙ配信 

令和元年 09 月 17 日 ・第 15 回スクリーニング講習会の案内を受理 

令和元年 09 月 18 日 ・第 15 回スクリーニング講習会の案内をﾒｰﾙ配信 

・広報よりの依頼者リストに基づき広報誌 134 号への寄稿依頼について 

をﾒｰﾙ配信 

令和元年 09 月 19 日 ・福利厚生秋の企画 うみかぜ公園バーベキューのご案内をﾒｰﾙ配信 

令和元年 09 月 20 日 ・横須賀市災害時救護訓練への参加について(お願い)の案内を受理 

令和元年 09 月 21 日 ・横須賀市災害時救護訓練への参加について(お願い)の案内をﾒｰﾙ配信 

・鈴木忍先生叙勲祝賀会に松村会長が出席 

令和元年 09 月 29 日 ・KART より横須賀三浦地区災害対策マップを受理 

令和元年 10 月 03 日 ・第 3回三役会開催(衣笠) 

令和元年 10 月 06 日 ・横須賀三浦地区災害対策マップを各施設へﾒｰﾙ配信 

令和元年 10 月 09 日 ・学術企画 第 125 回研究会（ナイトセミナー）の案内を受理 

令和元年 10 月 10 日 ・第 3回理事会開催(横共) 

・賛助会員宛てに賛助会費納入のお願いを郵送 

令和元年 10 月 11 日 ・学術企画 第 125 回研究会（ナイトセミナー）の案内をﾒｰﾙ配信 

会員数 164 名 賛助会員 18 社 
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ＮＡＳチームからのお知らせ 
 

第１５回放射線災害時のスクリーニング作業の実際について 

（実践講習会） 
 

主催  横須賀三浦原子力災害特別派遣チーム 

神奈川県放射線管理士部会 

    （公社）神奈川県放射線技師会災害対策委員会 

 

 本年度も標記講習会を、横須賀三浦原子力災害特別派遣チーム、神奈川県放射線管理士部会、神奈川県

放射線技師会災害対策委員会との共同開催にて、下記により開催致します。 

つきましては、ご多用な折恐縮ですが、多くの方のご参加をお願い申し上げます。タイベックスーツを着用し

て研修を行いますので、着用希望の方は、動きやすい服装でお越しください。 

 

記 

 

日時：令和元年 11 月 30 日（土） 15：00～18：10 

場所：横須賀共済病院５階講堂        参加費無料     受付開始：14：30 

（横須賀共済病院へのアクセス http://www.ykh.gr.jp/access ） 

プログラム 

 １部：講演（15：00～１６：30）            司会 ＮＡＳチーム・横須賀市保健所     井上 晴行 

① 「日本の原子力災害医療体制と神奈川県の現状」       15：00～16：00 （60 分） 

        神奈川県放射線管理士部会 

               川崎市立川崎病院        小野 欽也 

 

② 「原子力災害医療中核人材研修に参加して」        16：00～16：30（30 分） 

                        

                                      ＮＡＳチーム・横須賀市立市民病院   林 駿志 

 休憩（16：30～16：40） 

 

 ２部：実践演習（16：40～18：10）             司会 ＮＡＳチーム・横須賀市保健所      井上 晴行 

① サーベイメータの使用方法＆実践（15 分） 
                                    ＮＡＳチーム・横浜南共済病院      磯野 裕太 

 

② セグメント法について（1０分）     神奈川県放射線管理士部会 
         ＮＡＳチーム・済生会横浜市東部病院 橋本 輝美 

 

③ タイベックスーツの着用方法＆実践（６５分） 
（着用後セグメント法の実践も行います。）          ＮＡＳチーム・横須賀市立市民病院     林 駿志 

 

以上 

※ご注意※ 

上記のプログラムは変更されることがあります。横須賀三浦放射線技師会のホームページ上(http://ymart.jp/)

での記載が最新版となります。ご了承のほどお願い致します。 

メールにて事前申し込み（JART No.、所属施設名、氏名、の記載を必須とさせていただきます）をお願い致しま

す。申し込み先、問い合わせは、ＮＡＳチーム mail: nas.hibaku001@ymart.jp 

尚、講習会参加者には、JART 生涯教育カウントが付与される予定です。 

http://www.ykh.gr.jp/access
http://ymart.jp/
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福利厚生報告 
 
去る10月6日に秋の企画として、横須賀市平成町のうみかぜ公園にてバーベキュー

を行いました。参加者は会員 15 名、賛助 1名でした。天気は快晴でとはいきませんで 

したが、炭火で暖をとりながらお肉や焼きそば、お酒をおいしく嗜むことができました。

天候が不安定なため早めの終了となってしまい、まだまだ話したりない方もいらっしゃっ

たかもしれません。12 月 7 日に毎年恒例のボーリング大会と忘年会を予定しています

ので、その分もみなさんのご参加と盛り上がる会を開催出来るよう努めてまいります。

なお今年度のボーリング大会は例年使用しているショッパーズが現在工事中のため、

横浜市金沢区にある八景ボウルにて行いますのでよろしくお願いします。 
 

ペンリレー 
 

横須賀・三浦放射線技師会の皆様 平素より大変お世話になっております。シーメン

スヘルスケア株式会社の山本英作と申します。担当エリアは横須賀市・三浦市・鎌倉

市・藤沢市を担当しております。 

 私はシーメンスに入社したのが 2019 年 1 月と若輩者ですが、皆様に正確で有益な 

情報をお伝えするため日々努力してまいります。前職では外資系製薬会社で 8 年ほど

営業しておりました。 

 出身は兵庫県三田市（さんだし）というところで風が強い日には少し牛の肥料の匂い

がします。 

 シーメンスはMRI・CT・アンギオ・マンモ装置などを取り扱っており現在は AI を応用 

したアプリケーションの開発を積極的に行っており画像診断支援、患者個人に最適な 

クリニカルパスの決定支援、ポピュレーションヘルスにおける分析アルゴリズムなど

様々な領域で AI によるデジタル化を進めております。 

 今後ともご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い致します。 
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会員・賛助会員各位 

第 12５回 横須賀三浦放射線技師会研究会 

ナイトセミナーのご案内 
 

 

記 

 

日 時  ２０１９年 １１月 １４日（木） １８：４５～２０：４５ （開場１８：１５） 

  会 場  横須賀市立勤労福祉会館（ヴェルクよこすか）４階 第１研修室 

  会 費  無料 

  事前登録〆切（軽食あり）１０月３１日 （当日参加可 軽食はなし） 

 

情報提供 

『個別化医療を実現する最先端 CT』 

 シーメンスヘルスケア株式会社  上垣 亜寿美 氏 

『非イオン性造影剤イオパークについて』  

富士製薬工業株式会社  加山 一義 氏 

『診療放射線技師のための必ず役立つ法令関係                 <

医療法、電離則、RI 等規制法>』 

住友アテックス株式会社  金川 政史 氏 

 

会員企画  

『SPECT 装置 NM830 の使用経験』 

横浜南共済病院  髙橋 尚己 氏 

『頭部領域における局所被ばく低減機構の検討』  

横須賀市立市民病院  若色 涼子 氏 

『GE 社製 MRI Hyper Sense （圧縮センシング）使用経験』  

三浦市立病院  齋藤 正樹 氏 
 

横須賀三浦放射線技師会研究会 ナイトセミナーを下記の通り開催いたし

ます。 

 今回は情報提供を含め幅広い内容と致しました。みなさんお誘いあわせの

うえご参加ください。また、今年も軽食を用意いたします。軽食ありの参加申し

込みは１０月３１日（木）となっています。 

 ＊当日参加も可能です（軽食の準備はございませんのでご了承ください） 
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研究会会場のご案内 

 

会場；横須賀市勤労福祉会館（ヴェルク横須賀） 

４階 第一研修室 

住所；横須賀市日ノ出町１-５ 

アクセス；横須賀中央駅 東口 徒歩５分 
 
 
 

事前登録申し込み、問い合わせ先 

横浜南共済病院  放射線科    西條 

TEL045-782-2101（内線 1114） 

e-mail gakujyutsu001@ymart.jp 

 

編集長コーナー 
  近年、日本列島を襲う大規模災害が頻繁に起きている。地球規模でも温暖化の 

話題は尽きない。各地で災害に苦しむ人々がいるなか、ラグビーワールドカップが開催

された。ラグビーに大きな関心がなかった自分だが、試合を見て体と体がぶつかり合う

激しい戦いのなかで、チームひとりひとりを信じてボールを繋いでいく光景を目の当たり

にして、仲間を信じ最後まであきらめない心。改めてラグビーの素晴らしさを実感する 

事ができた。日本ラグビーの快進撃は被災者の方々に大きな勇気と希望を送り、心の

支えのひとつにもなったのではないかと思う。ラグビーという仕事を通して世界中に 

感動の渦を巻き起こした日本代表。仕事は違えども我々放射線技師も常に患者と向き

合い、何かしらの支えとなればうれしい限りである。 
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横須賀三浦放射線技師会規約改定 
 

 

横須賀三浦放射線技師会規約 

2019 年 3 月 23 日に行われた平成 30 年度年度総会において、規約の一部改定が 

承認されました。改定された規約全文を掲載いたします。 

※改定された箇所は赤字で示します。 

 

第１条  

イ （名称と資格）  

本会は、横須賀三浦放射線技師会と称し、会員は横須賀、三浦に在住、又は、勤務 

する診療放射線技師及び診療エックス線技師をもって構成する。但し、本会の趣旨 

に賛同した個人または団体を賛助会員とする。 

賛助会員は、本会の開催する研究会、セミナー、福利厚生事業などに参加すること 

が出来る。  

  

 ロ （入会及び退会）  

  本会に入会しようとする者は、所定の用紙に記入し、会費を添えて会長の承認を受 

けるものとする。 

本会を退会する場合はその旨を届出る。但し、会費を２年以上納めない時は、退会し 

たものと見なす。  

  

第２条  （目的）  

  本会は、会員相互の親睦と相互扶助の精神に基づき、会員の福祉を図ると共に会 

員の学術の向上を図り、もって地域医療と保健のために寄与することを目的とする。  

  

第３条  （会費及び収入）  

  会員は、会費として年額 2､000 円を納入する。但し、理事会において承認された者 

は、会費を免除することができる。 

賛助会員は、会費年1口2､000円を1口以上納入する。又、会費を納入については、 

前納とする。寄付金のある場合は、会費として繰り入れる。  

  

第４条  （特別徴収費）  

  会員は、総会の議決により、特別徴収費を納入することがある。  

  

第５条  （資 産）  

  本会の資産は、会長が管理し、その運用は、総会の議決による。 
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第６条  

イ （役員）  

  本会に次の役員を置く 

会  長  １名 

副会長  ２名 

理  事  若干名 

監  査  ２名  

  

 ロ （名誉会員及び相談役）  

本会に名誉会員及び相談役をおくことができる。 

名誉会員は会費の徴収を免除される名誉職とし、本会への貢献が永く著しい会員の 

中から理事会にて選出する。 

相談役は役員からの相談や諮問に応じ、参考意見を述べる事を担い、会長の指名 

により会員の中から理事会にて選出する。 

名誉会員  若干名 

相 談 役  若干名  

  

第７条  （役員の選出及び任期）  

役員は、総会において正会員のなかから、選出する。 

役員の任期は、２年とし再任を妨げない。  

  

第８条  （給付額）  

（１）給付額は、次の通りとする。 

死亡弔慰金  会 員 金 10､000 円 

配偶者 金  5､000 円  

  

  （２）長期療養見舞金    金  5､000 円 

     ２週間以上の長期に亘る傷病者に対し給付し、更に３ヶ月 

     毎に１回の見舞金を給付する。 

     但し、症状により、１ヶ月以内であっても理事会の承認を 

得て、これを行なうことができる。  

  

  （３）災害見舞金       金  5､000 円 

     但し、前項の金額については、理事会に於て増減すること 

ができる。  

  

  （４）祝電（婚姻） 

     会員本人又は代理人より事務局へ申請があった場合、祝電 

     を送付することができる。 
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第９条  

イ （学術奨励金制度）  

放射線技術研究に対し理事会の協議により、奨励金を給付する。 

其の金額については理事会にて決定する。  

  

 ロ （表 彰）  

本会に多大な功績があった会員は、理事会の推薦に依り総会の席で 

これを表彰することができる。 

但し、功労表彰については、原則として在会 10 年以上とする。  

第 10 条  （会 議）  

会議は、総会、理事会、三役会の 3種とする。会議は、会長が必要と認めた 

場合、随時召集することができる。 

総会の議決権は、過半数の同意を以て決定する。  

  

第 11 条  （規約の改正及び解散）  

本会の規約は､総会に於て出席の３分の２以上の同意を得なければ、改正すること 

ができない。 

本会が解散するときは、会員の３分の２以上の出席した総会で、３分の２以上の同意 

を得なければ、解散することができない。  

  

第 12 条  （附 則）  

この規約は、昭和 44 年 11 月 21 日より実施する。 

         一部規約改正 昭和 50 年 04 月 

           〃        〃 52 年 03 月 18 日 

           〃        〃 53 年 03 月 11 日 

           〃        〃 54 年 03 月 10 日 

           〃        〃 56 年 04 月 16 日 

           〃        〃 61 年 03 月 29 日 

           〃       平成 2 年 03 月 10 日 

           〃        〃  4 年 04 月 01 日 

           〃        〃  6 年 04 月 01 日 

           〃        〃 10 年 04 月 01 日 

           〃        〃 14 年 10 月 01 日 

           〃        〃 20 年 03 月 15 日 

           〃        〃 31 年 03 月 23 日 
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